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防風通聖散の減量効果に関する臨床検討
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［目的］

防風通聖散は抗肥満薬として用い られて い る が、減量効果に関する臨床検討は少ない 。 今回、

減量 目的に て投与 した症例の経過につ い て検討したの で報告する 。

［方法］

平成 13年4 月より平成 15年2月まで の期間に当セ ン タ
ーを受診し、BMI　26．4以上の肥満を主

訴とした 25症例を対象とした 。 4例は4 〜8週に て通 院を中断、1例は腹痛に て 3 日目に中止

した。8週以上服薬を継続しえた20例 を検討対象とした 。 全て女性 。 平均年齢 53．7± 14，6歳。

　17例に はカネボウ防風通聖散エ キ ス 7．5g 分3食前で 、 3例には煎じ薬 にて、それぞれ投与

した 。 体重、BMI につ い て投与前と4週、8週の時点で t検定に よ り比較した 。 また、服薬後

に食欲低 ドをきたした群 と変化の なか っ た群に わけて分散分析法に より検討した 。

［成績］

1）全体の検討（mean ± SE）。 体重（kg）は 、 前80．0± 2．3、4週 79．0 ± 2．3（pく O．　Ol）、 8週 78．6

±2．4（pく0．05）。 BMI （kg／m2 ）は 、 前32．9± 0，9、 4週 32．6± 1．0（pくO．　05）、8週 32．4± 1．0

（pく0．05）。 ともに低下 した 。 2）食欲低下群と不変群の 体重の比較 。 体重は、食欲不変群 10

例で は、前 77．6± 3．6、 4週77，4± 3、6、8週 77．5± 3．7と変化なか っ たが 、 食欲低下群 10例

で は 、 前 82．8± 2．7、4週 80．6± 3．0、8週 79．8± 3．1と低下した （pく 0．05）。なお 服薬に よ る

肝機能障害は認めなか っ た。

［結論］

防風通聖散はマ ウス を用い た実験で は摂餌量に変化な く体重 を減少させ 、肝臓脂質含量、白

色脂肪組織重量を減少させ る効果の ある こ とが指摘され て い る が
［1
、今回の結果は ヒ トに お

ける減量に は食欲低下作用の 発現が必要で ある こ とを示唆して い る 。 興味ある結果と考え報

告する 。
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